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１．はじめに

　発表者はこれまで弥生～平安時代初頭までの日本列島出土の朝鮮半島系土器や併行期の朝鮮半島

各地の土器、さらには土器を基にした相互交流に関心を持ち、研究を進めてきた。こういった研究

を進めるためには両地域の共通点と相違点を把握することが必要であり、それによって発信者側だ

けではなく、受容者側のもともとの特徴も明確になり、交流の結果、何を受け入れたのか、もしく

は受け入れなかったのか、そして、何が継続したのかという点が際立つことになる。

　まず、タタキ板・当て具の現時点での集成を示したうえで、タタキ技法を中心とした製作技法の

相違点と共通点を示し、さらに研究事例として、古墳時代中期の河内においての朝鮮半島系の炊飯

具の受容過程、古墳時代後期の北部九州における軟質系土器の受容と展開を、日本列島・朝鮮半島
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図１　本発表で取り上げる主な遺跡の位置

●

●

●

●

●

●

●

●

●

11 22
33

44

55

66

77
88

99

1010

1111

1212

1414

1515

1616

1717

1818
1919

2020

2121

2222

2323

●

●

●

●

3030

2929

2828
2727

2626

2525
2424

●

1313

●●

●

●●●

●

●●●

●

●

●
●

●

●

 1 ： 台木里遺跡 （全羅南道潭陽郡）
 2 ： 龍洞 46 遺跡 （慶尚南道昌原市）
 3 ： 鳳凰洞遺跡 （同　金海市）
 4 ： 火旺山城 （同　昌寧郡）
 5 ： 林堂洞低湿地遺跡 （慶尚北道慶山市）
 6 ： 花谷里生産遺跡 （同　慶州市）
 7 ： 元岡 ・ 桑原遺跡群 （福岡市）
 8 ： 御供田遺跡 （福岡県春日市）
 9 ： 乙金遺跡群 （薬師の森 ・ 善一田 ・ 王城山）
      （同　大野城市）
10 ： 御手水遺跡 （佐賀市）

11 ： 野首第１ ・ 第２遺跡 （宮崎県高鍋町）
12 ： 宮の東遺跡 （同　西都市）
13 ： 山崎上ノ原第２遺跡 （同　宮崎市）
14 ： 海上遺跡 （島根県出雲市）
15 ： 下澤遺跡 （同上）
16 ： 宮前川遺跡 （愛媛県松山市）
17 ： 久米窪田Ⅱ遺跡 （同上）
18 ： 高塚遺跡 （岡山市）
19 ： 長原遺跡 （大阪市）
20 ： 余部日置荘遺跡 （大阪府堺市）
21 ： 東奈良遺跡 （同　茨木市）

22 ： 唐古 ・ 鍵遺跡 （奈良県田原本町）
23 ： 南郷千部遺跡 （同　御所市）
24 ： 伊賀国府跡 （三重県上野市）
25 ： 松田２号窯跡 （岐阜県各務ヶ原市）
26 ： 中角遺跡 （福井市）
27 ： 二口六丁遺跡 （金沢市）
28 ： 小杉丸山１号窯 （富山県射水市）
29 ： 流通団地 No18c 遺跡 （同上）
30 ： 波志江中屋敷東遺跡 （群馬県伊勢崎市）

０ 300㎞
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両地域の差異に着目し、それぞれにおける新文化要素に対する取捨選択の実態などを考察したいと

思う。いずれも研究途上であるとともに、先行研究の漏れや欠落している視点、理解不足が数多く

あることを危惧するが、ご教示を賜ることができれば幸いである。

　なお、本発表で取り上げる主な遺跡の位置については図１の地図に示した。また、本文中で図の

特定の資料を指す場合、例えば図３の 4についてはゴシック体で 3-4と表すことにした。

２．タタキ板と当て具

１）タタキ板とタタキメ

　日本列島と朝鮮半島では、弥生時代から奈良時代（朝鮮半島はその併行期）のタタキ板は、筆者

が把握している限り合計 20 点程度出土している。タタキ板については民族事例を参考にすると、

羽子板状の形態のものが多い。柄があり、幅広くなった部分があることにより、器面を叩くには効

果的である。なお、棒状の道具で叩く事例もあり、また、陶製のタタキ板の可能性が指摘されたこ

ともあるので、さまざまなタタキ具があったということを念頭に置いておくべきであるが、ここで

は考古学の研究で確実性が高い羽子板状のものを対象とする。なお、表で上げたものの中には他の

木製品の可能性が指摘されているなど、検討を要するものも含まれる。

　日本列島の弥生時代後期～古墳時代前期のタタキ板は、木目に沿って溝を刻んだもので、畿内第

Ⅴ様式の甕などに粗い平行文タタキメが残っている点と整合する。続いて登場する河内の庄内式甕

については、細かく、凹凸の少ない平行文タタキが施されており、これについては針葉樹の夏目（硬

部）が露出した木目が転写されたものと指摘されている（横山浩一 1978、米田文孝 1983）。刻みが

施されていない羽子板状の木製品についてもタタキ板であった可能性が十分考えられる。

　古墳時代後期や奈良時代には木目に直交する平行文が施されたタタキ板が複数例ある。これがタ

タキメになると擬格子文となり、同時期の須恵器でよく見られるタタキメと整合する。現状で確認

できる有文タタキ板はこのような木目に直交する方向に平行文を刻んだもののみであるが、他にタ

タキ板の可能性が指摘されているものがあるので、それを紹介する。長原遺跡 NG03-5 次調査（大

阪市平野区）では 3-12 のような木製品が古墳時代中期初頭の土器とともに出土している。田中清

美（2015）では、本資料に加え同じような形状の木製品を取り上げ、縄を巻いて用いたタタキ板で

はないかと指摘している。この時期、長原遺跡は朝鮮半島系の陶質土器や軟質土器が多数出土して

いて、その中には縄文タタキで作られた在地生産と思われる甕が複数個体出土している。確実な証

明をするためには課題は残るものの、遺跡の状況から勘案して、田中氏の指摘は十分にありうると

思われる。一方、長原遺跡 NG86-41 次出土の 3-11については、後述する当て具 6-2やその他木製品、

TK10 型式の須恵器とともに出土したものであるが、この時期になると長原遺跡では縄文タタキや

無文タタキの土器も見られないことから、タタキ板として用いられた可能性は低く、別の用途の木

製品ではないかと考える。布留遺跡の 3-13 は奈良国立文化財研究所（1993）でタタキ板として紹

介され、形状は古墳時代前期以前のタタキ板に類似することから図示したものの、時期は古墳時代

後期である。報告書（埋蔵文化財天理教調査団 1995）では鋤とされており、3-11 と同じく同時期
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図の

番号

遺跡名 遺構・層序 時期

（共伴須恵器など）

樹種 場所 文献 報告図番号

1 波志江中屋敷東遺
跡

16 号溝 弥生時代後期
～古墳時代前期初頭

ヤマグワ 群馬県伊勢崎市 群馬県事業団 2002 110-50

唐古・鍵遺跡　第
３次

SD102（環濠） 弥生時代後期 モミ 奈良県田原本町 田原本町 2017 188

唐古・鍵遺跡　第
48 次

SD-C107（後期の
環濠）

弥生時代後期 ヤマグワ 奈良県田原本町 田原本町 2017 187

2 東奈良遺跡 弥生時代後期 コウヤマキ 大阪府茨木市 奈文研 1993 PL171-17111

3 宮前川遺跡
津田第Ⅱ地区

D- ６区青灰色シ
ルト層上面

弥生時代後期
～古墳時代前期

愛媛県松山市 愛媛県センター
1986

第 162 図

4 恵美須遺跡 第６層 古墳時代中期以前 大阪市浪速区 大阪文化財研究所
2010

図 21-22

5 平城宮第 48 次調
査

SD6030 ４世紀後半～５世紀 ヒノキ 奈良市 奈文研 1981 PL34-29

6 海上遺跡 ２区３層 弥生時代中期後葉 島根県出雲市 出雲市 2002 50-2

7 黒河中老田遺跡 SK180 奈良時代前半 クリ 富山県射水市 富山県 2004 123-181

8a 日置荘遺跡 旧河道堆積層 古墳時代後期
（MT15 ～ TK43）

大阪府堺市東区 堺市 1992 第 34 図

8b 日置荘遺跡 旧河道堆積層 古墳時代後期
（MT15 ～ TK43）

大阪府堺市東区 堺市 1992 第 35 図

8c 日置荘遺跡 旧河道堆積層 古墳時代後期
（MT15 ～ TK43）

大阪府堺市東区 堺市 1992 第 36 図

8d 日置荘遺跡 河道 P-2 古墳時代後期
（MT15 ～ TK43）

スギ 大阪府堺市東区 大阪府・センター
1995

Ⅳ -104-1

8e 日置荘遺跡 河道 P-2 古墳時代後期
（MT15 ～ TK43）

スギ 大阪府堺市東区 大阪府・センター
1995

Ⅳ -104-2

9 御供田遺跡 (九大
筑紫キャンパス）

SD623 古墳時代後期（TK43） 針葉樹 福岡県春日市 田尻義了 2021 171-3

10 下澤遺跡 Ⅵ層 古墳時代末
～奈良時代前葉と推定

スギ 島根県出雲市 島根県 2013 21-5

11 長原遺跡 NG86-41 SE01 古墳時代後期（TK10 ）ヒノキ 大阪市平野区 大阪市文協 1993 38-147

12 長原遺跡 NG03-5 第９層 古墳時代中期初頭 大阪市平野区 大阪市文協 2008 44-83

13 布留遺跡 古墳時代後期 アカガシ亞

属

奈良県天理市 奈文研 1993
埋文天理教 1995

PL171-17103

14 鳳凰洞遺跡 70 号低湿地 ５世紀後葉
～６世紀前葉

慶尚南道金海市 慶南考 2007 75-2

15 林堂洞低湿地遺跡 Pit21 の 3-5 層 ４～５世紀 クヌギ 慶尚北道慶山市 嶺南文 2014 102-2523

16 新方里低湿遺跡 （収拾遺物） ３～５世紀 慶尚南道昌原市 東亞細亞 2009 p416 の 447

表１. 木製タタキ板一覧（要検討を含む）

に無文タタキや縄文タタキが見られないという点で、異なる木製品になるかもしれない。

　朝鮮半島ではタタキ板と報告されている事例が 2 点ある。鳳凰洞遺跡（慶尚南道金海市）の

4-14 については、タタキ面に不完全な格子文が刻まれており、格子文のタタキ板の未完成品かも

しれない。林堂洞低湿地遺跡（慶尚北道慶山市）の 4-15 については、タタキ面に刻みが施されて

いないが、同時期に縄文タタキメがあることから、縄を巻いてタタキ板として利用した可能性があ

る。一方、新方里低湿遺跡（慶尚南道昌原市）の 4-16についてはタタキ板と報告されているものの、

報告書の写真で確認する限り、平行線に挟まれた部分を鱗状に彫り込んでおり、正確には格子文で

はない。加えて、平行線は凸線であり、土器の器面に当たると線の部分が凹部になり、通常のタタ

キメとは逆になる。柄がないという点からも、別の木製品ではないかと推測する。
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０ 30㎝

１：６

1 ： 波志江中屋敷東遺跡 （群馬県伊勢崎市）

2 ： 東奈良遺跡 （大阪府茨木市）

3 ： 宮前川遺跡 （愛媛県松山市）

4 ： 恵美須遺跡 （大阪市浪速区）

5 ： 平城宮跡下層 （奈良市）

6 ： 海上遺跡 （島根県出雲市）　

1

3

4

5

6

2

図２　日本列島出土の木製タタキ板（弥生～古墳時代前期、要検討を含む）

　なお、朝鮮半島はタタキ板の出土例は少ないものの、日本列島と比べてタタキメが多様であるこ

とから、タタキ板も多様であったことはあらためて記すまでもない。図５はタタキメの事例を基に

代表的なタタキ板を模式化したものである。タタキ面に刻みを施さず、縄を巻いた①に加え、平行

文、格子文、鳥足文などである。特に平行文については木目と直交する方向に刻んでいる③が多

く、木目に沿った平行文（⑥）は後述の通り少数派である。鳥足文（④）については、百済・馬韓

に特徴的なタタキメであり、分布域は京畿道・忠清道・全羅道に偏るが、①・②・③・⑤のタタキ

メは少なくとも朝鮮半島中南部では全域で見られる。須恵器生産開始時にはこの朝鮮半島の多様な

タタキを受け入れ、展開するが、木目と直交する平行文（③）にほぼ収斂していく。一方、鳥足文（④）

については長原遺跡などでそれを用いて作った酸化焔焼成の甑や甕などが出土しているが、須恵器

生産地では事例がなく、須恵器には受け入れられなかったものと考える。

　木目に沿った刻みを施す平行文（⑥）については、原三国時代後半期～三国時代の慶尚南道に偏

っている。原三国時代から三国時代初頭については南海岸部に多く、北部九州の弥生時代後期から

終末期のタタキメときわめて類似する点が興味深い。５～６世紀になると、このようなタタキメは

宮崎県域など南部九州で事例がある一方で、北部九州では見られなくなるが、朝鮮半島では慶尚南

道西部の加耶諸国の小加耶や多羅国のあたりで確認できる。
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図３　日本列島出土の木製タタキ板（古墳時代中期～奈良時代、要検討を含む）

０ 30㎝

１：６
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7 ： 黒河中老田遺跡 （富山県射水市）

8a ～ 8c ： 余部日置荘遺跡

              （堺市東区 ： 堺市教育委員会調査）

8d ・ 8e ： 余部日置荘遺跡

             （堺市東区 ： 大阪文化財センター調査）

9 ： 御供田遺跡 （九大筑紫キャンパス遺跡群）

　　　　　　（福岡県春日市）

10 ： 下澤遺跡 （島根県出雲市）

11 ・ 12 ： 長原遺跡 （大阪市平野区）

13 ： 布留遺跡 （奈良県天理市）

13
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図４　朝鮮半島のタタキ板（三国時代、要検討を含む）

０ 30㎝

１：６

14 ： 鳳凰洞遺跡 （慶尚南道金海市）

15 ： 林堂洞低湿地遺跡 （慶尚北道慶山市）

16 ： 新方里低湿遺跡 （慶尚南道昌原市）

14
15

16

２）当て具と当て具痕跡

　まず、木製当て具については日本列島で 11 点と朝鮮半島で２点の出土が確認できている（表２、

図６）。日本列島のものについては芯持材を用い、年輪に沿って同心円文の刻みを施しているもの

がある一方で、御供田遺跡（九州大学筑紫キャンパス遺跡群：福岡県春日市）の 6-5a・5bのように、

芯持材を使ってはいるものの、年輪の中心とは異なるところに中心を置く同心円文を刻んでいる事

例もある。余部日置荘遺跡の 3-3a～ 3dについては木目の夏目（硬部）が露出し、同心円文となっ

ていて、刻んだかどうかは確認できないが、使用中に夏目（硬部）が浮き出ることにより、有文当

て具痕跡が生じる場合もある。このように同心円文が刻んだのか否かは保留にするとして、須恵器

の当て具痕跡に同心円文が圧倒的に多いのと整合する。

　一方、元岡・桑原遺跡群第 18 次調査（福岡市西区）では、木目の夏目（硬部）が露出した平行

文当て具 6-6a・6b が出土している。時期は古墳時代後期～飛鳥時代である。この時期の北部九州

では、各地で平行文当て具を用いた須恵器甕や壺が出土していて、胴部上半に同心円文、下半に平

名称 名称想定されるタタキ板 想定されるタタキ板

①
縄
文
タ
タ
キ

②
格
子
文
タ
タ
キ

（
a
正
格
子
文
）
（
b
斜
格
子
文
）

③
平
行
文

　
タ
タ
キ
（
縦
）

④
鳥
足
文

　
タ
タ
キ

⑤
垂
直
集
線
文
タ
タ
キ

⑥
平
行
文

　
タ
タ
キ
（
横
）

図５．タタキメから想定される有文のタタキ板のバリエーション
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行文というパターンが多い。6-6a・6b はいすれも柄が斜めに取りつくものであることから、下半

の成形に適していると思われる。なお、窯跡では三郎丸堂ノ上 C 遺跡（福岡県宗像市）、苅又地区

遺跡群（同小郡市）などで出土していることから、生産されていたことは確実である。元岡・桑原

遺跡群では平行文当て具痕跡の須恵器が多量に出土しており、窯跡は見つかっていないものの、古

代の瓦窯は調査されていることから、未発見の須恵器窯跡があり、そこでは平行文当て具が使われ

ていたのではないかと推定する。

　朝鮮半島で木製当て具と確認できるのは２点である。いずれも芯持材を用いたもので、刻みを施

さない同心円文である。ただ、朝鮮半島で有文当て具痕跡は百済や馬韓ではほとんど確認できない

ものの、三国時代の新羅・加耶では多様性に富み、同心円文以外にも平行文、格子文、放射状文な

どあり、その中には木目が観察されるものも少なからずある（図８）。このことから新羅・加耶地

域では土器製作に木製当て具を多用していたことがわかる。

　土製当て具については朝鮮半島では少なくとも原三国時代以降、数多くみられるが、日本列島で

は古墳時代中期の初期須恵器生産遺跡や朝鮮半島の渡来人の影響が色濃く見える遺跡、さらには奈

良時代から平安時代初頭の東海・北陸地方というように地域・時期は偏っている。これらの土製当

て具のほとんどが無文であるが、ごく一部で文様が刻まれる。日本列島については東海・北陸地方

の奈良時代の窯跡で同心円文や渦巻文が確認される。朝鮮半島では花谷里生産遺跡の統一新羅時代

図の

番号

遺跡名 遺構・層序 時期

（共伴須恵器など）

樹種 場所 文献 報告図番号

1 伊賀国府跡

（第５次）

SZ31 古墳時代後期

（TK43）

三重県上野市 三重県センター 

1993

第 I-12 図 -8

2 長原遺跡 SE01 古墳時代後期

（TK10）

マツ 大阪市平野区 大阪市文協 1993 図 38-146

3a 余部日置荘遺跡 旧河道堆積層 古墳時代後期

（MT15 ～ TK43）

大阪府堺市東

区

堺市教育委員会

1992

第 33 図

3b 余部日置荘遺跡 河道 P-2 古墳時代後期

（MT15 ～ TK43）

コウヤマキ 大阪府堺市東

区

大阪府・センター
1995

Ⅳ -105-1

3c 余部日置荘遺跡 河道 P-2 古墳時代後期

（MT15 ～ TK43）

コウヤマキ 大阪府堺市東

区

大阪府・センター
1995

Ⅳ -105-2

3d 余部日置荘遺跡 河道 P-2 古墳時代後期

（MT15 ～ TK43）

コウヤマキ 大阪府堺市東

区

大阪府・センター
1995

Ⅳ -105-3

4 久米窪田Ⅱ遺跡 大溝 飛鳥～奈良時代

（７世紀後半～８世紀）

マツ（二葉松） 愛媛県松山市 愛媛県センター

1981

第 127 図

5a 御供田遺跡 (九大
筑紫キャンパス）

SD623 古墳時代後期

（TK43）

針葉樹 福岡県春日市 田尻義了 2021 171-2

5b 御供田遺跡 (九大
筑紫キャンパス）

SD623 古墳時代後期

（TK43）

針葉樹 福岡県春日市 田尻義了 2021 171-1

6a 元岡・桑原遺跡群 SX100 古墳時代後期～

飛鳥時代

福岡市西区 福岡市 2010 101-12

6b 元岡・桑原遺跡群 SX404 古墳時代後期～

飛鳥時代

福岡市西区 福岡市 2010 102-18

7 火旺山城 集水施設第２面

文化層

三国時代

（５世紀か）

慶尚南道昌寧

郡

ウリ文 2014 30-10

8 林堂洞低湿地遺跡 pit32 9-2 層 三国時代

（４～５世紀）

マツ 慶尚北道慶山

市

嶺南文 2014 170-2989

表２. 木製当て具一覧
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図６. 日本列島及び朝鮮半島出土の木製当て具

０ 30㎝

１：６

4

6b

3b2

5b

3c
3d

6a

3a
1

7
8

1 ： 伊賀国府跡 （三重県上野市）

2 ： 長原遺跡 （大阪市平野区）

3a ： 余部日置荘遺跡

      （堺市東区 ： 堺市教育委員会調査）

3b ～ 3d ： 余部日置荘遺跡

　　　（堺市東区 ： 大阪文化財センター調査）

4 ： 久米窪田Ⅱ遺跡 （愛媛県松山市）

5a ・ 5b ： 御供田遺跡 （九大筑紫キャンパス遺跡群）

　　　　　　（福岡県春日市）

6a ・ 6b ： 元岡 ・ 桑原遺跡群 （福岡市西区）

7 ： 火旺山城 （韓国慶尚南道昌寧郡）

8 ： 林堂洞低湿地遺跡 （韓国慶尚北道慶山市）

5a
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→
→

胴部上半に使う当て具模式図（右は断面）

胴部下半に使う当て具模式図 （右は断面）

タタキ板

タタキ板

当たり面断面拡大

同心円文 a類 同心円文ｂ1類 同心円文ｃ類同心円文ｂ2類 細同心円文

内堀 （1988） を基に作成した同心円文と木目の関係

横山 （1987）、 白井 （1996） を基に作成

【当たり面】

【柄】

【当たり部】

【当たり面】
凸線

刻線
もしくは凹線

図７. 同心円文当て具の使用模式図と部位の名称

格子文分割放射状文平行文 複合重線文 扇状文 放射状文

凡例 ：木目 ：
有文当て具の凸線

（線刻か木目か判別不可）
：
有文当て具の刻線による凸線

（明らかに刻んでいる）

図８. 同心円文以外の有文当て具の模式図
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の水路から、平行文が刻まれた土製当て具 9-4があり、管見による限り、原三国～統一新羅時代の

有文の土製当て具はこれが唯一である。これはまさに日本列島と朝鮮半島の木製当て具の文様の特

徴をそのまま土製当て具に反映させたものである。

３）日本列島と朝鮮半島のタタキ技法の対比

　タタキ技法については朝鮮半島では青銅器時代、日本列島では弥生時代前期に遡るものであり（深

澤芳樹・李弘鍾 2004）、近年では弥生時代早期（夜臼式期）に遡ることが指摘されている（武末純

一 2016）。また、須恵器のタタキ技法についても、タタキメなどの製作痕跡の観察に基づいた優れ

た研究成果が多々あることは承知している（横山 1980 など、望月精司 2001 など）。ただ、これら

を含めた総合的な検討は困難であるため、ここでは日本列島の弥生時代後期以降、朝鮮半島では原

三国時代以降のタタキ技法について対比的に概要を記すことに留める。

　まず、日本列島では弥生時代後期に北部九州や近畿地方でタタキメを残す土器が数多くみられる

ようになる。畿内第Ⅴ様式の甕については都出比呂志（1974）などですでに指摘されているように、

まず鉢状の器形に粗い平行文タタキを施して成形し、その後上部を継ぎ足して、平行文タタキを施

して仕上げ、下から上に向かって成形する、いわゆる「連続ラセンタタキ」である。当て具につい

てははっきりしない。畿内ではこのようなタタキ技法は庄内式に継承され、布留式古段階までは見

られるものの、その後は使われなくなり、ハケ調整が主体となる製作技法に移ったものと思われる。

一方、須恵器については朝鮮半島のさまざまなタタキの中で木目に直交する方向の平行文タタキ（図

５の③）が多用される。また、側面タタキの後で底面タタキが施され、丸底化するというのも須恵

器の製作技法の特徴である（横山浩一 1980）。

　朝鮮半島については、特に丸底の壺でその順序を読み取ることができる。まず、胴部上半にタタ

キを施した後に、丸底化するために底部にタタキを施し、この製作工程は中小型の壺甕のタタキ技

法にも受け入れられ、継承される。短頸壺については上半にタタキを施した後、ラセン状沈線を施

すが、上半のタタキメだけではなく、沈線も底部タタキによって切られていることからもわかる。

タタキメについては前述のとおり多様ではあるものの、原三国～三国時代まで一貫して主とした製

０ 10 20㎝

１：４

1 ： 小杉流通団地 No18c 遺跡 （射水丘陵窯跡群） （富山県射水市）

2 ： 小杉丸山１号窯 （射水丘陵窯跡群） （富山県射水市）

3 ： 松田２号窯跡 （岐阜県各務ヶ原市）

4 ： 花谷里生産遺跡 （慶尚北道慶州市）

※3については原典に縮尺が示されていない拓本のみ掲載。実物

　　観察の上で縮尺を調整

1
2

3 4

図９．日本列島と朝鮮半島の土製有文当て具
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作技法として維持される。一方、日本列島とは異なり、ハケ調整がほとんど見られない。局所的に

見られるのは慶尚南道から全羅南道東部の海岸部のみであり、日本列島に近接する地域に共通の技

法があったということを示している。

　以上、大まかに言うならタタキ技法を基本とする朝鮮半島と、ハケ調整を基本とする日本列島で

あり、日本列島に関しては須恵器生産が開始する古墳時代以降についても、土師器についてはハケ

調整を基本とする製作工程は踏襲される。

３．技法の対比から見える新文化要素の採用と非採用

１）軟質土器から土師器へ－受け継がれるものと受け継がれないもの－

　古墳時代中期の日本列島、特にここで取り上げる中河内については、炊飯形態に大きな変革があ

り、竈を用いた調理、甑を用いた蒸し調理が採用されるとともに、土器についてもこれまでなかっ

栄
山
江
流
域

河
内
軟
質

河
内
土
師
器

０ 20 40㎝

１：１０

1

2

3

4

1～4：台木里遺跡（全羅南道潭陽郡）

5：久宝寺遺跡（大阪府八尾市）
6～9：長原遺跡（大阪市平野区）
※6・7は別地点出土で、同一個体ではない

5
6

7

8

9

10

13

12

11

10～13：長原遺跡（大阪市平野区）

図 10．栄山江流域と河内（主に長原遺跡）の調理具の比較
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たような器種が登場する（図 10）。ここでは新器種である甑に着目し、形態及び技法の採用・非採

用を通じて、あらためて日本列島と朝鮮半島の違いを際立たせたいと思う。

　図 11 は長原遺跡で出土している２種の甑の製作工程で、各技法の上が先で、下が後ということ

を示している。左側は朝鮮半島の技法を留めた甑で、古墳時代中期初頭のものである。格子文など

のタタキが施され、把手を接合する際には基準となる沈線を施してから、内側から挿入し、上面に

切り込みを施すなど、全羅道などの平底甑の製作技法と共通するものである。右側については同じ

（作業台の上に円板を置き、その上に粘土紐を積みあげ、外形を作る）

格子文タタキ当て具の使用

ナデ

胴部に把手用基準線

蒸気孔
穿孔

胴部両端に穿孔

把手を内側から挿入

把手上面に切込み

棒で支えて乾燥
（把手下面の穴）

胴部下半に
横～斜め方向の
ヘラケズリ

口頸部製作

(内面 ) ( 外面 ) ( 内面 )( 外面 )

▶
（受容されず）

▶
（受容されず）把手の接合技法

( 内側からの挿入 )

▶
( 底部 ) ( 底部 )

▶

蒸気孔
穿孔

タテハケ

口頸部製作

ナデ

両端に把手を接合

胴部両端に穿孔

把手を外側から挿入

縦方向のヘラケズリ

両端に把手を接合

（半乾燥） （半乾燥）

上部に横方向のヘラケズリ

(内面 )( 外面 )

胴部最下部の

ヘラケズリ

(外面 )

（乾燥） （乾燥）

（焼成） （焼成）

縦方向のナデ

（註）土師器の中に

は胴部に先行せず

に、把手をはりつけ

るものもある

タタキ技法

０ 20 40㎝

１：１０

図 11．長原遺跡の軟質系土器と土師器の甑の製作工程の比較
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く古墳時代中期初頭のものであるが、形態は踏襲しているものの、製作技法が大きく異なる。例え

ば、外面はハケ調整であり、器面に小さな孔をあけ、突起を作り出し外側からはめ込んで接合され

ている。また、内面についてはヘラケズリである。

　ここから見えてくるのは、甑という機能・用途を保つために形態は踏襲するものの、製作技法に

は在来の土師器の技法であるということで、中久保辰夫（2017）の「定着型軟質土器」に該当する。

倭人が新たな器種や技法に出会ったものの、自分たちの馴染んだ技法で作り上げたということであ

る。こういった点からも渡来文化の受容の主体が在地集団であったことがあらためてわかる。

　また、製作工程について、技法の連鎖という観点で見るなら、一連の完結した工程の中に別の技

法が入り込むことが困難であったことも示している。タタキ技法の後にハケ調整がされてもいいわ

けであるが、そのような土器はほとんど確認されていないという点は、この点を顕著に示している。

　ただ、陶邑など畿内の須恵器生産地で作られる須恵器の甑については事情が異なる。寺井（2016）

で示したように、６世紀代になってもタタキが施され、把手の位置に沈線が巡らされ、把手の上面

には切り込みが施される。把手の接合については外側から貼り付けられる事例もあるため、朝鮮半

島的な技法が一部欠落する部分もあるものの、土師器の甑ではすでに失われたような朝鮮半島の技

法を踏襲しているのである。おそらく専業的で閉鎖的な須恵器生産の体制の中で甑の生産が行われ

るため、土師器の甑の情報が入らないとともに、朝鮮半島の技法が維持され、その結果、須恵器と

土師器で別々の道を歩んだのであろう。

　この時期のさまざまな新文化の採用と非採用のあり方は、他の考古資料からも見て取れる。例え

ば、古墳時代中期に土製無文当て具が出土する遺跡は、陶邑でもごく初期の時期の大庭寺遺跡や、

集落内の事例としては蔀屋北遺跡（四條畷市）など河内湖沿岸の遺跡や南河内の岸之本南遺跡（富

田林市）などで非常に限られている。後者については、集落での土器製作では新文化の受容初期の

頃のみ朝鮮半島の技法が使われるものの、続く時期には土師器の伝統的な技法に置き換わり、須恵

器以外にはタタキ技法が定着しないことを意味する。

　図 12 は在来の布留式甕を甑に改造した事例である。単発的に起ったものであり、このような甑

が継承されることはない（寺井 2015）。図 13 は古墳時代の在来の器形の土器に格子文タタキが施

０ 20 40㎝

１：８

1

2

3
4

1 ： 安威遺跡 （大阪府茨木市）

2 ～ 4 ： 南郷千部遺跡 （奈良県御所市）

5 ： 高塚遺跡 （岡山市）

5

図 12．布留式甕を改造した甑
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 1 ： 西新町遺跡 （福岡市早良区）

 2 ～ 5 ： 御手水遺跡 （佐賀市）

 6 ： 蔀屋北遺跡 （大阪府四條畷市）

 7 ： 木間池北方遺跡 （同上）

 8 ： 中角遺跡 （福井市）

 9 ： 二口六丁遺跡 （金沢市）

10 ・ 11 ： 野首第２遺跡 （宮崎県高鍋町）

12 ： 野首第１遺跡 （同上）

13 ・ 14 ： 宮の東遺跡 （宮崎県西都市）

15 ・ 16 ： 山崎上ノ原第２遺跡 （宮崎市）

※2 ・ 10 ・ 13 は在来土器 （格子文タタキではない）

3

9

8

7

6

1

4 5

12

16

15

11

０ 20 40㎝

１：８

14

2

10

13

図 13．在来の器形の土器に格子文タタキが採用された事例

された事例である（寺井 2024 予定）。この中には古墳時代前期の御手水遺跡（佐賀市）の 13-5 や

蔀屋北遺跡の 13-6 のように、外見は在来土器であるものの、底部を最後に叩くという朝鮮半島の

技法で作られているものもあるが、これらの製作技法は土師器には継承されない。宮崎県域の古墳

時代中～後期に見られる格子文タタキの土器については、同じ時期にある平行文タタキが置き換わ

ったものである。宮崎県域では同時期に加耶系の陶質土器が散見されるため、渡来人との接触はあ

ったものの、積極的な導入はされなかったとみられる。

２）須恵器定着後に採用される朝鮮半島の製作技法－北部九州の軟質系土器の事例－

　６世紀後葉（須恵器型式では TK43 型式併行）の北部九州には、タタキ技法が採用された酸化焔

焼成の土器がある。橋口達也氏はこれを「似非土師須恵器」と呼び、氏の表現を借りるなら「須
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恵器工人が片手間程度に土師器をまねあるいは土師器に似せて作り、焼いたもの」とした（橋口

1989）。中島圭（2010）でもタタキメや当て具痕跡を残す土器については「須恵器系土師器」と呼び、

橋口氏の研究を継承している。しかし、当て具痕跡に着目すると、須恵器と同じく同心円文がある

一方で、平行文もあり、タタキの施され方にも違いがある。寺井（2023）ではこれを「軟質系土器」

とし、須恵器ではなく朝鮮半島の加耶・新羅の軟質土器のタタキ技法が採用されたものと考えた。

なお、軟質系土器には長胴甕に加え、小甕（短頸壺）、把手付壺、甑、鍋などがある（図 14）。

　図 15 は長胴甕もしくは長胴気味の器形の土器の製作工程を比較したものである。まず、土師器

については基本的に外面がハケ調整、内面がヘラケズリであり、口縁端部は丸く仕上げられるもの

が多い。一方、須恵器については、外面に縦方向の平行文（擬格子文）タタキが施され、内面には

同心円文当て具が用いられる。また、タタキについては側面を叩いてから、底面を叩き、丸底に仕

上げる。外面にタタキメ、内面に同心円文当て具痕跡が残る土器については、口縁部が玉縁状など

拡張気味であったり、須恵器によくあるカキメが施されたりする場合もある。焼成が異なるだけで

須恵器と同じ手順を踏んでいることから、中島（2010）と用法が異なるが、これを本発表では「須

恵器系土師器」と呼ぶことにする。

　一方、軟質系土器については、タタキは須恵器や須恵器系土師器と同じく平行文（擬格子文）タ

タキであるが、内面は平行文当て具を用いている。口縁端部は面を持ったり、凹線状に凹んだりす

るものがある一方で、須恵器であるような玉縁状など拡張気味の口縁端部は少ない。また、肩部に

は仕上げの際に側面タタキと異なる方向でタタキが施されるとともに、口縁部外面に縦方向の平行

文タタキメが残っていることがあり、口縁部から胴部まで一連のタタキを施してから、肩部を膨ら

ませるために異なる方向のタタキを施したことがわかる。

　このような技法に共通するものとして、加耶の軟質長胴甕が挙げられる。タタキメに関しては平

1

2

3

4

5

6 7
０ 20 40㎝

１：８

1 ： 徳永 A遺跡 （福岡市西区）

2 ： 善一田５号墳 （福岡県大野城市）

3 ： 比恵遺跡第 55 次 （福岡市博多区）

4 ： 鹿部田渕遺跡 （福岡県古賀市）

5 ： 小牧遺跡 （同上）

6 ： 薬師の森遺跡第５次 （福岡県大野城市）

7 ： 元岡 ・桑原遺跡群第 18 次 （福岡市西区）

図 14．北部九州の軟質系土器
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行文であるものの、直交・斜交する木目が見えないため、日本列島の畿内第Ⅴ様式のような木目に

沿った刻みを施したタタキ板を用いたものかもしれない。また、内面については同心円文当て具痕

跡もあるが、多くは平行文当て具痕跡であり、口縁端部については面をもつか凹線状に凹むもので

ある。また、発表者自身が十分な調査ができていないが、洛東江東側でも軟質の長胴甕があること

から、関連の可能性は念頭に置いておきたい。

　以上、軟質系土器についてはタタキの方向については課題が残るものの、形態や当て具痕跡だけ

▼▼▼▼▼

1

外面タテハケ

口頸部のナデ

口縁端部を丸くする

内面ヘラケズリ

乾燥

粘土の積み上げ（輪積みもしくは巻き上げ）

（胴部上半にカキメ）

口頸部を含めた

胴部上半にタタキ成形

（内面平行文当て具）

口頸部を含めた

胴部上半に上半タタキ成形

（内面同心文当て具）

口頸部の引き出し、ナデ調整

口縁端部を整形（面を持つなど）

胴部下半のタタキ（丸底化）

内面同心円文当て具

（肩部に異なる方向のタタキ）

胴部下半のタタキ（丸底化）

内面平行文当て具（半乾燥）

窯焼成野焼きか（酸化焔焼成）

2

窯焼成

3

4

5 6

1・5：元岡・桑原遺跡群第 20 次（福岡市西区）
2：龍洞 46 番地遺跡（慶尚南道昌原市）
3：王城山 C地区１号墳（福岡県大野城市）
4：善一田 13 号墳（同上）
6：薬師の森遺跡第５次（同上）０ 50㎝

１：12

【土師器】 【加耶軟質土器】 【軟質系土器】 【須恵器系土師器】 【須恵器】

図 15．加耶の軟質土器と北部九州の軟質系土器・土師器の製作工程の比較
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ではなく、製作工程も共通することから、前述したように須恵器というよりも朝鮮半島の軟質土器

の影響を受けたものと考える。さらに、在地集団が一定数の加耶・新羅を出身とする渡来人を受け

入れたことが考えられる。興味深いのは畿内の影響が色濃く出る牛頸周辺では軟質系土器がほとん

ど出ていない点である（寺井 2023）。例えば、大野城市域で御笠川をはさんで東側（乙金遺跡群）

では数多く出土している一方で、西側（牛頸窯や春日丘陵の遺跡群）ではほとんど出土していない。

今後の調査の進展を見る必要があるものの、北部九州在地勢力が主体として受け入れた渡来人の産

物ではないかと考える。

４．まとめと展望

　以上、タタキ板・当て具の出土事例やそれを用いた技法を踏まえたうえで、主として古墳時代・

三国時代のタタキ技法を比較検討し、相違点・共通点を踏まえた上で日本列島における新たな技法

の受容に際しての取捨選択について検討した。

　タタキ板・当て具については共通点もあるものの、異なる点も多いというのは以前より指摘され

てきたことであるが、あらためて今回も示した。日本列島より朝鮮半島の方がこれらの製作道具が

多様であり、その一部が日本列島で受容された、すなわちタタキについては木目に直交する平行文

タタキ、当て具については同心円文当て具が受容されたのである。

　さらに、製作工程、すなわち各段階でどのような技法が採用されているかという点で見ると、違

いはより顕在化する。本発表では長原遺跡における軟質土器・土師器という２種の製作工程の甑を

まず取り上げた。甑を受容した当初は、朝鮮半島の技法を含めたすべてを受け入れているものの、

ほぼ同時期には土師器の技法の甑もある。器形としては同じようなものを目指しているものの、ま

ったく異なる製作工程を経ており、各技法が折衷的に他者に使われることはほとんどない。共通点

が保たれるのは受容当初のみであり、その後は差異が拡がる。

　また、北部九州の軟質系土器や須恵器系土師器などで同じような器形である長胴甕についても製

作工程による比較を行った。軟質系土器と須恵器系土師器については、同じタタキ技法で作られる

ものの、内面の当て具痕跡が異なるというだけではなく、口縁端部や外面のタタキの工程も異なる。

　以上、２例の比較検討を行ったが、本発表では各属性の相関関係まで検討が及ばなかったものの、

おそらく相関すると思われる。属性が相関するということは、技法が一連であるということであり、

連鎖することである。連鎖しているがゆえに、他の技法が入り込む余地がないのである。

　こういった事例をより鮮明にするためには、後藤明（2013）や大西秀之（2014）、李盛周（2014）

などで示されているような「動作連鎖」の概念を導入することによる比較検討が有効と考える。正

確にいうなら製作工程は動作連鎖の概念のごく一部ではあるものの、道具の違い、単発の技法の違

いに加え、土器製作における技法の連鎖の根本的な違いが日本列島と朝鮮半島にあり、その違いが

異文化受容の際に選択的な受容を引き起こす要因になるのである。特に本発表で取り上げたような

タタキ技法の土器は、各技法の切り合いがよく観察できるものが多く、製作工程を復元しやすいと

いう利点があり、今後も検討を深めることができるという展望がある。なお、動作連鎖の概念につ
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いては発表者自身、十分に理解が及んでいない点が多々あり、研究の発展のために今後洗練してい

きたいと考える。

　本研究は JSPS 科研費 22K00994（基盤研究（C）：タタキ板およびタタキ技法の復元を基にした異

文化受容の多様性の研究）の助成を受けたものです。
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